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【最近の研究概要】
思春期の吃音児の自己肯定感促進要因を明らかにすることであるが、直接思春期の吃音児を調査対象にする
ことは避け、成人吃音者に対する遡及的方法で実施した。
対象：
しずおか言友会（旧：浜松言友会）会員の「青少年のための吃音講座」における5分間の発表原稿。
テーマは「吃音をいかに改善・克服してきたか、どのように明るく積極的に生きていたか」
分析方法：
発表原稿の分析にはKJ法を採用した。
①原稿に書かれている要素をカードに書き込んだ ②意味的に類似するカードをグルーピングした ③合計
10個のグループを作成した ④グループ間の関連を示す記号を使って図解化した ⑤グループを元に文章化
を行った
2名で分析を行い進捗途中で言友会会員に開示するなどして客観性を持たせた。
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分かったこと・課題：
「吃音を意識した時期」に思
春期に相当すると思われる時
期が多かったことは、思春期
に焦点を当てた研究の必要性
を示唆した
「吃音を意識した時期」は
「いじめやからかい」と関連
する可能性は推定できたもの
の、自己肯定感の低下との関
連については検討材料がなく
言及できなかった。さらなる
調査の際に検討できるよう工
夫したい
「吃音の負の循環」から「吃
音との対峙」へ移行する要因
は何か、明らかにする必要が
あると考えられた


